
 

 

情報通信審議会 情報通信技術分科会 ＩＴＵ部会（第８回）議事録 
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総務省第１会議室（１０階） 
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（１）委員（５０音順、敬称略） 

鈴木 陽一（部会長）、青木 玲子、前田 香織（以上３名） 

 

（２）専門委員（５０音順、敬称略） 

石原 弘、今井 朝子、大寺 廣幸、梶原 ゆみ子、加藤 修、佐藤 孝平、芹沢  

昌宏、富田 二三彦、橋本 明、濱口 和子、浜田 泰人、藤本 正代、前田 洋 

一、水池 健（以上１４名） 

 

（３）オブザーバー（敬称略） 

岩田 秀行（ＮＴＴ） 

 

（４）総務省 

武井大臣官房総括審議官 

（総合通信基盤局） 

塩崎電気通信技術システム課長、影井電気通信技術システム課課長補佐、 

新田国際周波数政策室長、岩間国際周波数政策室課長補佐 

 

（５）事務局 

松井通信規格課長、山口企画官、成瀬国際情報分析官 他 

 

 



 

 

４ 議事 

（１） 国際電気通信連合世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ－１６）に関する状況につ

   いて 

（２） 国際電気通信連合無線通信総会（ＲＡ－１５）に関する状況について 

（３） ＩＴＵ－Ｒに係る国内標準化活動について 
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開  会 

 

（鈴木部会長）それでは、皆様、定刻となりましたので、第８回の情報通信審議会情報通

信技術分科会ＩＴＵ部会を始めてまいります。 

 本日は、ＮＴＴの岩田様にオブザーバーとして出席をいただいております。 

 本日の議題は、お手元、あるいは画面上にありますとおり、ＷＴＳＡ－１６に関する

状況、それからＲＡ－１５に関する状況、ＩＴＵ－Ｒに係る国内標準化活動についての

３つでございます。ＩＴＵ－Ｔの話題を最初にして、ＩＴＵ－Ｒに関する話題２つをま

とめた形になっております。 

 それでは、まず事務局から、配布資料及びご報告をお願いいたします。 

（成瀬国際情報分析官）配布資料につきましては、議事次第にリストがございます。８－

１が当部会の名簿、８－２がＷＴＳＡ－１６に関する状況、８－３がＲＡ－１５に関す

る状況、８－４がＡＲＩＢの活動紹介の４点となっております。 

 不足のものございましたら、事務局にお申しつけいただければと思いますが、よろし

いでしょうか。 

（鈴木部会長）はい。 

 

国際電気通信連合世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ－１６）に関 

する状況について 

 

（鈴木部会長）それでは、早速、議事に入ってまいります。 

 まず議題の１、国際電気通信連合世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ）、４年に１度開

催されますが、その来年に迫りましたＷＴＳＡ－１６に関する状況についてです。 

 それでは、まず事務局から、資料に基づいて、説明をお願いいたします。 

（成瀬国際情報分析官）資料８－２、ＷＴＳＡ－１６に関する状況に基づきまして、ご説

明させていただきます。 

 まず１ページ目です。ＷＴＳＡの概要についてですけれども、こちらＩＴＵ－Ｔの総

会という位置づけでございまして、４年に１回開催されるものでございます。 

 扱われる議題としましては、緑の四角のところにございますが、次会期における研究
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体制の決定。具体的には研究委員会（ＳＧ）構成の見直し。またＳＧ議長・副議長の任

命。議長の任期は最大でＷＴＳＡ２回分ということになっております。また、次会期の

研究課題の承認といった、次会期、どうやって研究していくかということが議論されま

す。また、ＩＴＵ－Ｔの作業をどのような手順で進めるかというものを決める決議案の

承認、またＳＧから提出された勧告案の承認といったことが行われます。 

 前回は２０１２年に開催されまして、今度の会合が来年、２０１６年の第４四半期と

いう予定になっております。これに向けまして、現在、ＩＴＵ－Ｔでさまざまな議論が

進められているところです。 

 こちらのＷＴＳＡが４年に１回ということがございまして、次の２ページ目でござい

ますが、電気通信標準化アドバイザリーグループ（ＴＳＡＧ）というものがございます。

こちらＩＴＵ－Ｔにおける標準化活動の優先事項、計画、運営といったことを検討する

会合でして、ＷＴＳＡが開催されるまでの間、作業ガイドラインの維持管理ですとか、

ＷＴＳＡで行うことの権限も与えられているグループでございます。こちらは年に１回

開催されているものでございまして、前回は昨年の６月、ジュネーブで開催されており

ます。 

 こちらの主な結果としましては、２つのフォーカスグループ（ＦＧ）の設置が合意さ

れております。 

 まず１つ目が、「デジタル金融サービスフォーカスグループ」ということで、こちらは

モバイル決済サービスによって、途上国などのより多くの人が銀行口座を簡便に持てる

ようにする検討を行っております。中央銀行ですとか通信行政機関などのさまざまなス

テークホルダーがおりますので、そちらの役割分担ですとか、どうやって通信の安全性

を確保するかといったことが検討されるグループでございます。 

 ２つ目が、「航空クラウドフォーカスグループ」ということで、航空機のフライトデー

タをリアルタイムでモニタリングする方法を検討しているものでございます。こちらが

マレーシア航空の事故を受けまして、航空をどうやって監視していくかということを検

討しているグループでございます。こちらクラウドでどういったことができるかといっ

たことや、どういったことが必要かといったことを今、検討しているところでございま

す。 

 もう一つの大きなトピックとしましては、パテントポリシーに関する議論ということ

で、勧告にはさまざまな技術が含まれているわけですが、そこには知的財産があるもの
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もございまして、それをどう扱うかといったことを検討しているアドホックグループが

ございます。こちら、勧告の中の使われる技術については、合理的・非差別的にライセ

ンシングを行うということになっていますが、そうであってもあまりにもひどい使われ

方をした場合は差止請求ができるのかできないのかといったことについて検討されてい

るグループでございます。こちらは継続審議を行っているものでございます。 

 次のページがレビュー委員会でございます。こちらはＩＴＵ－Ｔの構造や標準化の検

討手法、ほかの標準化団体との連携・協力機能等を検証し、ＷＴＳＡへ改革案を提案す

ることが任務になっております。こちら年に２回程度の開催となっておりまして、これ

までに４回開催されております。直近では、今年の１月に開催されております。こちら、

レビュー委員会の議長をＴＴＣの前田代表理事専務理事に務めていただいているところ

でございます。 

 こちらの検討状況ですが、まず１つ目に、ＩＴＵ－Ｔの標準化戦略機能の強化という

ものがございます。こちらは日本から提案したものでございますが、ＩＣＴ技術の市場

動向ですとか技術の動向を捉えて、戦略的に標準化を行っていくために、戦略分析を行

う機動的なグループが必要ではないかということで、提案しているものでございます。 

 ２つ目が、ＦＧ成果文書の勧告化作業への迅速な移行実現ということで、ＳＧとは別

に、ＦＧという機動的な検討を行うためにメンバー以外も参加できるグループがござい

ますが、こちらメンバー以外も参加できるということで、勧告化の権限がないため、そ

の後、ＳＧで、必要であれば勧告化等の作業を行わなければならないものですが、ＦＧ

の成果からＳＧに移ったときの作業が迅速にいかないということが起きているという問

題がありまして、スムーズな移行に関して、どのようにしたらいいかというガイドライ

ンを検討しているところでございます。 

 また、ＩＴＵ－Ｔの組織構成の見直しということで、ＷＴＳＡに向けまして、どのよ

うに効果的な検討が行われるかということで、実際の標準化活動の状況等を分析した上

で、組織構成案の検討を加速することを確認しているところでございます。また、具体

的な組織構成の見直しについての提案も出ているところでございます。 

 こちらのレビュー委員会とＴＳＡＧにつきましては、次のページになりますが、来週

の金曜日から次回の会合がございまして、レビュー委員会が５月２９日と６月１日、Ｔ

ＳＡＧが引き続きまして６月２日から５日まで開催されるところでして、現在、対処方

針について検討を行っているところでございますので、ご説明させていただきます。 
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 こちらの会合には、日本から寄書を３件出すことにしております。下の四角にござい

ますが、１つ目が、先ほどご説明しました標準化戦略機能、こちらをより実現に向けて、

想定されるメンバーですとか開催頻度について、より具体的な提案をしていこうという

ものでございます。ＳＧやＦＧの議長、また市場ニーズなどを検討するためには、ＣＴ

Ｏといった方にも参加していただくべきではないかといったことや、年に一、二回では

なくて、さらに頻度を上げて会合を開催する必要があるのではないかといったことを提

案する予定となっております。 

 ２つ目がＩＴＵ－Ｔの強調連携メカニズムの検証についてということで、こちら資料

の最後のほうにございます参考資料にもございますが、ＦＧ以外にも、Joint Coordina

tion Activitiesといった、ＩＴＵ－Ｔには、さまざまなグループで他機関との協調・連

携を図りながら検討しているものですが、こちらのグループのいろいろな仕組みについ

て分析した結果、たくさん、いろいろなものがあるのですが、それぞれ有効な手段であ

るということが確認できましたので、それについて報告するとともに、さらに効果的に

機能されるためには、各グループの活動についてきちんと管理をしていく必要があるの

ではないかということで、管理機能を追加することを提案するものでございます。 

 ３つ目が、ＳＧ活動モニタリングの継続と拡張についてということで、こちらはＳＧ

の見直しをする上で、レビュー委員会でＳＧの活動状況のモニタリングをすべきだとい

うことが第１回の会合で合意されておりまして、会合の参加者数ですとか、提出されて

いる寄書の数といったことをモニタリングしていたものですが、こちら、モニタリング

しているということ自体がＳＧの自覚を高めて、活動の活性化に有効であるということ

が確認できたとしまして、こちらのモニタリングを継続することと、よりこういった活

性化に役立つように、具体的なモニタリング項目を追加すべきということを提案してい

るものでございます。 

 こちらの３件の寄書のほかに、上の四角に戻っていただきまして、２つ目ですけれど

も、分野横断的な課題に対する新型ＳＧの設置に関する議論というものが行われており

ます。こちら前回会合では、ＩｏＴ、ＩＴＳ、５Ｇといったものの分野横断的なＳＧを

設置することがどうかというような議論が行われたわけですが、このうち５Ｇにつきま

しては、ＳＧ１３の４月会合で、ＦＧとして設置することに合意しております。今回会

合では、昨日ですが、韓国からＩｏＴのＳＧを設置すべきではないかという寄書が出て

おりまして、こちらについての対処を検討しているところでございます。 
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 また、前回のＴＳＡＧで議論になりましたＩＰＲにつきましては、それ以降、ＩＰＲ

アドホック会合でも何度か会合がございまして議論が行われておりますが、主要論点に

ついて、参加者の意見が一致していないというところで、議論の大きな進展が見られて

いない状況ですので、このＴＳＡＧ会合でも引き続きアドホック会合で議論していく方

向で対処してまいりたいと考えております。 

 次の５ページにまいりまして、もう一つ、ＡＰＴ ＷＴＳＡ準備会合というものをご

報告しておきます。 

 こちらはアジア・太平洋電気通信共同体というところでＷＴＳＡの準備会合を行って

いるものです。 

 ＷＴＳＡに向けては、地域ごとに準備会合を開催することになっておりまして、日本

の属するアジア・太平洋地域では、ＡＰＴにおいて共同提案の作成やＳＧ議長候補等の

地域内での調整を行うことになっております。毎回、ＷＴＳＡの約１年半ほど前から議

論開始しております。 

 ＷＴＳＡ－１６へ向けては、本年３月に第１回の準備会合を開催しております。 

 その第１回の結果ですが、組織構成ですね。この準備会合の組織構成と作業方法に合

意しまして、役職者の選出を実施しております。我が国からは、この準備会合の議長に

ＴＴＣの前田さん、ＷＧ１の議長に剱吉さん、ＷＧ２に荒木さんを副議長、ＷＧ３の副

議長にＮＩＣＴの深堀さんを選出して、積極的に関与していくという方向になっており

ます。次回は本年の１０月に開催される予定となっています。 

 以上がＷＴＳＡに向けた準備の状況です。 

（鈴木部会長）ご説明ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局の説明につきまして、何かご発言ございませんでしょう

か。ぜひどうぞお願いします。 

（梶原専門委員）ＩＰＲのことが言及されているんですけれども、主要な論点というのは

どういうことで、日本としては、どんな形に持っていきたいと思っているのか、ちょっ

と教えていただけますか。 

 あと、その合意に向けての見通しとかという感覚があれば。 

（松井通信規格課長）主要な論点でございますけれども、ＲＡＮＤ宣言の取扱いでござい

まして、リーズナブル、非差別で提供する宣言のことでございますけれども、そのリー

ズナブルの定義を明確化することと、それから非差別の内容を明確化すること、それか
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らもう一つは、ＲＡＮＤ宣言したものが差止請求することについての取扱いについて議

論されております。 

 今、アドホック会合の中では、それぞれの国の対立というよりも、権利を持っている

側と実施する側との対立が大きくなっておりまして、今の議論の方向としては、できる

だけ上位の概念で、方向性でまとめられないかということで議論が進められております

が、まだその両者の間に開きがある状況でございます。 

（梶原専門委員）ありがとうございます。 

（鈴木部会長）どうぞ。 

（水池専門委員）今、ご説明あった、まさにそこのところが議論がありますけれども、こ

れ実はＩＴＵ－Ｔだけではなくて、ＥＴＳＩであるとか、ＧＳＭＡであるとか、同じよ

うな議論があちこちで進んでおります。やはり今ご説明があったように、標準の入った

ＲＡＮＤ宣言したものを権利者が差止めをどこまでしていいかというあたりで全然折り

合ってないんですね。ＩＴＵ－Ｔでは専門家のアドホック会合で議論がされております

けれども、おそらくいろんなところと同じような議論をしているので、どこかでやはり

方向性が出てこないと決まらないと思うんですが、ただＩＴＵ－Ｔで決めたこのガイド

ラインというのは、とても波及効果とか影響力が大きいんですね。ですから、１度決ま

ってしまって、ＩＴＵ－Ｔでガイドラインとして承認されると、いろんなところでこれ

が今後の枠組みになりますので、やはりここはしっかり注視する必要があると思います。 

 例えば、ＩＴＵの中でもＩＴＵ－Ｒの考え方というのは、ＩＴＵ－Ｔでしっかり議論

されて方向性が決まるので、それに倣いましょうということで従来やってきていますの

で、そういう意味では、ＴＳＡＧでこういう活動をされているのは、しっかりフォロー

すべきではないかと思います。 

（鈴木部会長）ありがとうございます。 

（青木委員）今の差止請求についてですが、差止請求というのは、実際に請求して、認め

るか認めないかというのは裁判官が決めるわけです。裁判官の啓蒙活動みたいなものも

含まれるのでしょうか。 

（松井通信規格課長）ＩＴＵの中で議論されていますのは、ＩＴＵのポリシーガイドライ

ンということになると思います。ですから、最終的にはご指摘のとおり司法の判断が入

るわけでございまして、それに対して予見性を高めていくなり、ある一定の方向性のも

とで、標準化に取り組んでいくということと同時に、標準化に取り組むに当たって、参
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加者が自ら宣言すると、そういう性格を持っているものだと思っております。 

（青木委員）こういう場合に最初の請求は要求するのは妥当だ、といったガイドラインな

のでしょうか。 

（松井通信規格課長）今、議論されているのは、幾つか大きな点がありますが、例えば、

悪意を持って、いたずらに交渉を引き延ばそうとした場合は、差止めは認められるべき

じゃないかとか、あるいは誠実に交渉していて、そもそも権利を実施するために許諾を

求める必要性を理解している場合には、実際に交渉している間は差止請求すべきじゃな

いんじゃないかとか、その辺のところを、今、議論をしているというところでございま

す。 

（青木委員）わかりました。どうもありがとうございます。 

（鈴木部会長）前田様、今の件も含めて、あるいは含めずに、本件、ぜひご意見を聞かせ

ていただけないでしょうか。 

（前田（洋）専門委員）そうですか。どうもありがとうございます。 

 解説の中にありましたように、今、レビュー委員会の議長を担当していますけれども、

４年に１回の全体の総会に向けて、日本として、やはりＩＴＵがいかに産業界の要求に

合った、ダイナミックな、フレキシブルな体制になってほしいかということが願いで、

そのための改革を求めていくということですけども、反面、ＩＴＵ自体は１９３カ国か

らなる、ある意味、主官庁中心で、過半数が途上国ということで、いわゆるインダスト

リの要求と途上国とのバランスというのは常に大きな議論になりますので、その中で、

日本の提案をうまく反映するという上では、ただ我々の主張だけではなくて、もう一つ

のほうの、ＡＰＴやＡＳＴＡＰといった、アジアだけで３８カ国の、ほとんどが途上国

という仲間と連携してＷＴＳＡに臨むという、仲間づくりでの日本の提案の反映という

ようなものは今後重要になるのかなということで、ＩＴＵのみならず、ＡＰＴとの活動

をうまく連携させて、今のチームでうまく進められればなというふうに思っております。 

（鈴木部会長）ほかに、この議題の１に関しまして、ご発言ございませんでしょうか。会

議の開催、来年の秋ということで、いろいろな動きがこれからも進みます。また、この

件につきましては、次回以降の部会でも意見交換のチャンスがあるかと思いますが、今

日はこの程度でよろしゅうございますでしょうか。 

 ありがとうございます。 
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国際電気通信連合無線通信総会（ＲＡ－１５）に関する状況につ

いて 

 

（鈴木部会長）それでは、次に議題の２、国際電気通信連合無線通信総会（ＲＡ－１５）、

今年の１０月開催ですが、これに関する状況について進みたいと思います。 

 こちらも事務局から説明をお願いいたします。 

（新田国際周波数政策室長）それでは、総務省国際周波数政策室の新田からご説明いたし

ます。 

 資料８－３、「ＲＡ－１５に関する状況」という資料でございます。 

 資料１ページ目は無線通信総会（ＲＡ）の概要でございます。ＲＡは本年の１０月の

最終週に開催される予定となっております。 

 無線通信部門は、１ページの図に示されておりますとおり、ＲＡがＳＧの活動に責任

を持つ総会であり、ＲＡに引き続き開催されますＷＲＣが無線通信規則の改正を行うと

いった役割となっております。 

 ＲＡの主な任務は、先ほどのＷＴＳＡの主な任務と同様に、ＳＧ議長・副議長の任命、

あるいは作業方法の見直し、研究課題の承認や勧告案の承認などでございます。 

 ２ページ目は、今月の連休期間に開催されたＲＡＧの概要になります。ＲＡＧは、先

ほどのＴＳＡＧに対応する無線部門のアドバイザリーグループでございます。幾つかの

議論をピックアップし、説明いたします。まず１点目は、ＩＴＵ－Ｒのこの４年間の運

用計画案でございます。この運用計画案そのものは、次のＲＡに持ち込まれるものでは

ないためご参考の情報となりますが、この運用計画案は、昨年の全権委員会議で承認さ

れたＩＴＵ全体の戦略計画に従って作成されたＩＴＵ－Ｒとしての運用計画案であり、

これを審議したというものでございます。こちらはＲＡＧの結果がＩＴＵの今開催され

ております理事会に送られていますが、ＩＴＵとして達成すべき目標を設定し、それに

対するリスクを分析し、そのリスクをどう解決するかといった議論を行っております。 

 具体的には、国際周波数登録原簿（ＭＩＦＲ）に、できるだけ多くの国が衛星網を登

録できるようにするといった目標や、地デジの完全移行を九十何％以上で達成するとい

った目標を設定し、そのためにどんなリスクがあるかといった議論がされておりますが、

議論の中では、地デジの完全移行というのは、必ずしもＢＲが何か頑張ったから達成で

きるものではなく、各国の国の政策という事情にも左右されるといった指摘もありまし
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て、そういった点も踏まえて理事会のほうに報告されているというものでございます。 

 ２つ目のＩＴＵ－Ｒ勧告のデータベースの構築については、これは現在、ＩＴＵ－Ｒ

において、勧告やレポートについて、例えば対象周波数、あるいは無線業務で文章を検

索できるような、より使い勝手のよいデータベースを構築しようというものでございま

す。こちらについては、日本からはボランタリーコントリビューションを拠出いたしま

して、積極的に寄与しております。 

 こちらは、ＢＲがデータベースの改良版のデモンストレーションを実施して、こんな

検討しておりますというふうな紹介がされましたけれども、我が国からは、もっと利便

性を向上し、あるいは将来の拡張性を確保できるように、今、ワードとかＰＤＦをフォ

ーマットにしておりますが、もうちょっと標準化された言語を採用するというようなこ

とで、将来の拡張性を持たせるような、そんな取り組みにしてはどうかというふうな提

案などを行っております。各国からは日本の支援に謝辞が述べられ、ＲＡＧとしても、

日本の提案も踏まえ、引き続き活動を検討していこうという結論となっております。 

 ３ページ目をごらんください。３点、決議の関係が議論されました。 

 まず、（３）ですが、作業方法の規定されているＩＴＵ－Ｒ決議１の改訂です。こちら

はＲＡでまた議論がされる議題でございます。ＩＴＵ－Ｒの決議１では、ドキュメンテ

ーションの作業方法などが定められており、例えば、勧告については、しっかり手続が

定められており、具体的には、ＳＧ会合で勧告案を採択して、その後、郵便投票にかけ、

７０％以上の賛成が得られれば勧告となるといったものですが、ほかのレポートとかハ

ンドブックとかというものに関してはそのような手続が定められておらず、これを機に

整備すべきではないかというふうな意見があり、コレスポンディンググループ（ＣＧ）

を設置して、議論をしてきたというものです。我が国のＳＧ５の橋本議長からも積極的

に議論に参加をいただいているところでございます。 

 ここでの議論におきましては、例えば、レポートの採択・承認をどうするのかといっ

た議論については、勧告ほど厳しくなくて、例えば反対する国があっても、その反対す

る国のステートメントを文書の中に載せて、反対もひっくるめて承認するといった、勧

告より緩やかな手続案について、幾つかドラフティングし、引き続きＲＡのほうで議論

することとなっております。ＣＧで議論をしていたと申しましたけれども、ＣＧの議長

と、橋本専門委員を含め日本はこれに貢献してきましたが、ほかの国はあまり真面目に

議論してこなかったというところもあり、ＲＡＧでひとまずとりまとめた文案をもとに、
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各国でもうちょっと議論してみるといった、そんな結論となっております。 

 つぎに、決議５でございます。こちらの背景といたしまして、ＩＴＵ－Ｒでは勧告を

研究するに当たって、いわゆる研究課題、クエスチョンに基づいて、通常は研究を行い

ますが、実態としては、クエスチョンがなくとも研究を行うといったテーマもあり、韓

国から、そういうクエスチョンを必要とする研究と、クエスチョンの要らない研究をき

ちんと区別して整理すべきとの指摘が前回なされており、日本からのサジェスチョンと

して、クエスチョンのない研究を実施してもいいが、それは通常、ＲＡの会期内で終了

するような短いものを想定しているといったことが決議１に書いているので、それを踏

まえ決議５も修正すべきとの提案を、韓国と共同で行いました。ただ、これについては、

決議１の見直しのほうにも関連するので、もう一回、ＲＡのほうに入力し、議論をした

らどうかという結論となっております。 

 最後はＩＴＵ－Ｒの決議１５、ＳＧ議長職の関係の任命や任期についての議論です。 

 これも韓国からの提案ですが、今のＳＧ議長は２期を任期としているが、一方で、そ

の下にあるワーキングパーティー（ＷＰ）などについては特に任期を２期に定めるとか

ということはなく、本人が希望すればどこまでも長くできるということとなっており、

おそらく韓国の背景として、人気の、例えば、モバイルの関係のＷＰなど、ずっと特定

の国が居すわっているものについて、強制的に交代させたいといった意図から、こうい

ったものにも任期を設けたらどうかという提案がされております。 

 これについて、日本国内でも検討し、確かに新陳代謝を図るという効果もある反面、

ＷＰは、より実務的なグループであることから、ある程度、知識、経験を蓄積した者が

長く務めるのも合理的ではないかという考え方もあるし、あるいは、ＲＡでのＳＧ議長

職選挙の議論を今後していく中、ＷＰの要職の人たちににらまれてもいけないというふ

うな考えもあり、ここは日本は静観したわけですが、各国の意見としては、先ほども申

しましたが、やはり専門的な知識を持つ人が、ある程度長いこと務めるのも合理的では

ないのかという意見が大勢で、韓国の意見は、ここでは支持を集めませんでした。 

 最後のページは、ＡＰＴの準備会合です。ＷＲＣ準備会合というふうに書いておりま

すが、この枠組みで、ＲＡについてもセッションが設けられております。  

２月に開催されました前回のＡＰＧで、ＲＡの関連の議論が幾つかされましたのでご

紹介したいと思います。ただ、１コマ、９０分ぐらいの議論でしたので、それほどこの

場では議論は深まっておりません。 
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１つは、先ほど申しました決議１の関係です。こちらは、アジアの域内でも、あまり

議論が深まっておらず、次回会合のＡＰＧ１５－５に向けて、さらに議論を加速化させ

ようという結論です。 

 それから決議の２、これはＣＰＭレポートについてです。ＷＲＣの各議題、審議に当

たっては、ＣＰＭという準備会合が開催され、それぞれの議題には利害関係がとても絡

みますので、賛成・反対派が議論が真っ二つに分かれます。それぞれのメソッド、選択

肢について、そのアドバンテージ、ディスアドバンテージをＣＰＭレポートに取りまと

めますが、あるアドバンテージは反対派のディスアドバンテージの裏返しの関係にあり

ますので、それをわざわざ繰り返さなくてもいいんじゃないか、ＣＰＭレポートは、た

だでさえ多くの関係者がいろんなことを言いたいということでボリュームが大きくなる

が、もともとの、ＣＰＭレポートのボリュームはできるだけ少なくすることというふう

な趣旨からすると、そういうアドバンテージ、ディスアドバンテージの繰返しはせいぜ

い３つまででとすべきではないか、といった議論が行われました。 

 ３つ目については、これは先ほどの議長・副議長に少し関連しておりますが、ＩＴＵ

－Ｒでは各ＳＧの副議長の数が多く、７人、８人いるようなところもあり、名誉職でも

あることから、実態として、一部の人はあまり仕事をしていないという状況があり、こ

の副議長たちにも仕事をさせるべきではないかと、あるいは仕事をすることとするおど

しがあると、逆に数も減るのではといった、そんな意見、意図もあるかと思いますが、

そういった決議が全権委員会議で決められております。 

 これについては、先ほど決議１５を紹介しましたが、そちらでも議論される可能性が

あるだろうということから、こういった議論をもう少し積極的に、全権委員会議の決議

を踏まえて、しっかり議論したらどうかと、ＲＡセッションの議長を務める韓国から問

題提起がありました。 

 次回は７月の最終週のＷＲＣの準備会合のＲＡのセッションにおいて、議論がもう少

し深まるかと期待しているところでございます。 

 以上でございます。 

（鈴木部会長）ありがとうございます。 

 それでは、ただいまの説明につきまして、何かご発言があれば、ぜひ積極的にお願い

いたします。いかがでしょうか。お願いします。 

（前田（香）委員）あまり用語とかもしっかりわかっていないのですが、決議の４つ目で、
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研究課題の有無によっての区別の中で、「研究課題のない研究」というものは具体的には

どういうものになるんでしょうか。 

（新田国際周波数政策室長）研究課題は、まず１つは、三、四年に１回開催される無線通

信総会でセットされるというのが１つです。それから、または、その間、時間があまり

にもあき過ぎるということであれば、ＳＧで承認をして研究課題をセットするというふ

うなのが、もう一つのパターンでございます。もう一つ、さらに速やかに議論を開始し

て結論を出したほうがいいというふうなものがある場合には、そういった研究課題を特

に事前設定されなくても研究を開始するというふうなことが実際に行われていると。 

（前田（香）委員）ですから、今回、この研究課題の承認というプロセスが、多分あるん

ですよね。 

（新田国際周波数政策室長）そうですね。 

（前田（香）委員）だから、それをなしにして、研究が始められるようにという。 

（新田国際周波数政策室長）研究を始めることもできますといったことが、今、決議１に

規定されていますけれども、ただ、それは普通、緊急に始めて、そんなに長い時間議論

するようなものは想定してないので、このＲＡの会期の間に終わるようなものでしょう

というふうなことを明確にするということです。 

（前田（香）委員）わかりました。ありがとうございます。 

（鈴木部会長）多分、研究課題という意味が大学人と違うんですね。 

（前田（香）委員）そうです。ごめんなさい。ちょっと感覚的によく理解できなかったん

で。 

（鈴木部会長）今のご説明でよくわかりました、私も。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 先ほどもお名前出ていました橋本様、ぜひ理由をご紹介くださいませんでしょうか。 

（橋本専門委員）橋本です。本日はちょっと喉を痛めまして。 

（鈴木部会長）申しわけないです。そんなときにお願いして。 

（橋本専門委員）明快にお答えなりご意見を言うのが少し苦しいんですけれど。 

 ただいまの新田さんのご説明で大体尽きているかと思いますが、今年は、いつも同じ

ですが、ＲＡとＷＲＣ、両方開かれますと、どうしてもＷＲＣのほうに、今の各国の関

心が高いものですから、ＲＡに向けての、例えば先ほどご説明のあった決議ＩＴＵ－Ｒ

１の改正について、あまり各国からの意見がまだ出てきておりません。それで、という
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ことは、本番にいきなりどっと出てくる可能性があるわけでございますが、日本として

は、なるべく早い時期にかかわっていたほうがいいということで、先ほどのアドバイザ

リーグループにも一定の提案をして、大部分は反映されておりますが、それはまだ素案

にすぎませんので、また本番で反対に遭ったり、再修正が行われる可能性もあろうかと

思います。 

 もともと、この決議の手直しは、大幅に内容を変えようというよりは、章立てを変え

まして、見やすくわかりやすくするというのが目的だったんですが、そのようにストラ

クチャーを変えますと、重複部分があったり、矛盾しているところがかなり出てきまし

て、その処理をどうしようかという議論が始まっておりますが、少し細かいことも含め

まして、今後の対応が必要かというふうに思っております。大体そんなところかと思い

ますが。 

（鈴木部会長）ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。何かご発言いただければと思いますが。 

 はい、どうぞ、お願いいたします。 

（芹沢専門委員）２番目の項目のＩＴＵ－Ｒのデータベースの構築に関する質問なんです

けれども、これは現状では、どういった管理で決められているものを、こういう形にす

るんでしょうか。 

（鈴木部会長）事務局、お願いします。 

（新田国際周波数政策室長）現在は、そういう意味では、単なるＩＴＵ－Ｒ勧告の番号と

か、あるいは表題で検索するぐらいですが、もう少し、例えば関心のある、この周波数

帯で検索を可能にするとか、業務、それから勧告シリーズで複数の選択肢を抽出して検

索を可能にするというふうな、そういう意味でバージョンアップを図っていると。 

（芹沢専門委員）バージョンアップ。 

（新田国際周波数政策室長）そうです。 

（芹沢専門委員）今までのあるものを利便性をよくするためのバージョンアップ。 

（新田国際周波数政策室長）そうですね。今も勧告データベースとしては試行用のものが

あるんですけれども、その機能の、より使い勝手のよさを上げるという。 

（芹沢専門委員）わかりました。ありがとうございます。 

（鈴木部会長）ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、議題の２を終えて議題の３に進みたいと思います。 
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ＩＴＵ－Ｒに係る国内標準化活動について 

 

（鈴木部会長）次の議題、ＩＴＵ－Ｒに係る国内標準化活動についてでございます。 

 こちらは、前回、前田様にＴＴＣの活動について詳しく説明していただいて、理解が

深まったところでございますけれども、今回、ＡＲＩＢの活動ということで、佐藤専門

委員から資料を提出いただいております。 

 それでは、まず佐藤専門委員、ご説明をよろしくお願いいたします。 

（佐藤専門委員）電波産業会の佐藤でございます。前回のＩＴＵ部会からＴＴＣさんと一

緒に活動側の立場で参加させていただいております。残念ながら前回は、ＩＴＵ－Ｒ Ｗ

Ｐ ５Ｄの会合で海外出張中のため参加できず、今回が最初の参加ということになります。

今回は、私どもの活動の紹介をさせていただく機会をいただいたことに感謝しておりま

す。 

 ２ページ目が今日のご説明の概要でございまして、１番、２番については、多分、皆

さんご存じのことも多いかと思いますので、ポイント絞ってご説明させていただいて、

３、４、５、それから６について、重点的にご説明させていただきたいというふうに思

います。ただ、私は通信側の立場で参加しておりますので、放送分野については、今会

合の専門委員でもいらっしゃる、ＮＨＫの浜田さんに、何かありましたらサポートして

いただければと考えております。 

（鈴木部会長）ぜひ、よろしくありがとうございます。 

（佐藤専門委員）それでは、最初にＡＲＩＢの概要と組織構成ということで、４ページ目

をお開きください。 

 標準化を含めた電波を取り巻く環境の変化に伴って、２つの団体がマージして、１９

９５年にＡＲＩＢが設立しました。電波システム開発センター（ＲＣＲ）、それから放送

技術開発協議会（ＢＴＡ）、これがマージしてＡＲＩＢができたということでございます。 

 それから、２０１１年に社団法人、財団法人の認定等に関する法律の施行に伴いまし

て、一般社団法人電波産業会に移行・登録ということで、前身のＲＣＲ、ＢＴＡの発足

から今年で創立２０周年ということになります。６月１６日にＡＲＩＢの総会が開かれ

ますが、そのときに２０周年の記念パーティーを開くということで、現在、準備してお

ります。 
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 それから、ＡＲＩＢの概要を２ページにわたって説明してございます。 

 電波利用システムの実用化及びその普及を促進するということと、最終的に公共の福

祉を増進することを目的に、ＡＲＩＢが設立されました。 

 事業として、調査、研究、開発、それからコンサルティングとか普及啓発についても、

行っております。それから、一番重要なミッションでございます標準規格の策定、海外

の関連機関との連携、調整等も行っております。 

 ６ページ目が、ＡＲＩＢの現在の会員数、役職等々でございます。５月１日現在で２

０３会員ですが、実は、ほぼ毎年少しずつ減少しているというのが現状でございます。

３Ｇ導入時期、２０００年代の初期ですが、ＡＲＩＢ会員数が３００名に近くなってピ

ークになりまして、それ以降順次減少しているというのが現状でございます。 

 役職員は、そこに書いていますように７０名。 

 予算については今年の理事会が終わりませんと決算が出てこないので、２０１４年度

の経常の予算だけ記載してございます。 

 次のページがＡＲＩＢの主な組織ということで、総会、理事会の下に各委員会、研究

開発を行う右側の赤い部分が３つの主な委員会でございます。会長は１年交代でメンバ

ー企業の方から選出しており、現在は三菱電機会長の山西さんにお願いしてございます。

副会長は、先ほどもご紹介しましたＮＨＫの浜田さんとＫＤＤＩの内田さんにお願いし

てございます。常勤理事が３名、非常勤理事５名と幹事２名、こちらは２年ごとに選出

しているという状況です。 

 次のページは、ちょっと詳しいので省略いたしますが、私どもの調査、研究開発の体

制でございます。後ほどごらんになっていただければと思います。 

 次が、我が国の標準化の流れとＡＲＩＢの関係について、説明しております。 

 １０ページ目が電波利用システムの標準化の特徴ということで、電波利用の標準化は

通常の標準化の意義に加えて、相互接続、それから相互運用を確保するために重要とい

う位置づけでございます。加えて、周波数を使うということで、有限かつ混信を起こさ

ない周波数資源の管理が重要という観点から、国際的な管理運営が必要ということにな

ります。 

 次のページが、我が国の電波利用システムの標準化の流れということで、私どもの組

織、それから総務省さんとの関係等について、説明しております。 

 私どもの標準化の流れですが、ユーザー、メーカー、事業者等からの要請に基づきま
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して、この図に記載されていますプロセスに従いまして標準化活動・作業を行い、電波

利用システムの実用、商用に供するための標準規格を策定しているということになりま

す。 

 次のページ、１２ページが電波利用システムに係る規格、特に国の基準と私どもがつ

くる標準規格との関係について、説明しております。 

 ご存じのように国の技術基準は総務省令として発布される強制規格でございまして、

マンダトリです。ＡＲＩＢの標準規格は、先ほども申し上げました相互接続とか相互運

用を行うために重要ですが、これは民間の任意規格ということになっており、通信プロ

トコルとか受信機の規格、それから測定法等々について規定しております。 

 次のページが具体的な標準化作業の流れということで、私どもの内部での標準化の流

れを規定しており、ＡＲＩＢの中の標準化に関連した委員会、大きく３つございまして、

技術委員会、高度無線通信研究委員会、それから電磁環境委員会です。そこでの検討結

果または成果を踏まえて、標準規格案を策定して、規格会議で審議、承認をして、最終

的にＡＲＩＢの標準規格にするというプロセスをとっております。 

 次の１４ページが規格会議の概要でして、ＡＲＩＢの設立時にできており、内外無差

別に広く参画可能となっており、ＡＲＩＢの会員以外の企業の方にも参加していただい

ております。特に学識経験者につきましては特別委員ということで、委嘱して参加する

という手続きもとっております。 

 現在のところ１６５名で、ＡＲＩＢの会員全員がメンバーであるということではあり

ません。年に４回、規格会議を開催しております。 

 次のページが規格会議の成果ということで、詳細は割愛させていただきますが、ＡＲ

ＩＢの成果物として、ＡＲＩＢの標準規格と技術資料を最終的に作成しております。こ

れら全ての資料につきましては、現在無料ダウンロードできるようになっておりますの

で、その下のＵＲＬからアクセスしていただければダウンロードできます。 

 現在、標準規格については、基本、全て日本語でつくっております。ただ、外国から

の問い合わせが結構多いということで、英語にするための努力をしており、今年から、

ＡＲＩＢのＯＢの方々にも参画していただいて、英語化の作業を進めつつあります。 

 次の１６ページが、先ほどもいろいろご議論いただきましたＩＰＲに関するものでし

て、ＡＲＩＢの標準規格におけるＩＰＲの取扱いは、ＩＴＵ、ＩＥＣ、ＩＳＯ等の国際

標準化機関の取扱いに準拠しており、いわゆる３号選択で工業所有権の申請をした場合
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には、ＡＲＩＢの標準にしないというプロセスでやっております。 

 次の１７ページが、私どもの中におけるＩＰＲに関する具体的な取扱いの流れでござ

いますが、こちらはちょっと詳細ですので、後ほどごらんになっていただければと思い

ます。 

 それから、３つ目でございますが、通信分野の最近の活動ということで、最初に、当

会の中で最もアクティブに活動している委員会の１つである高度無線通信研究委員会、

移動を中心に高度な無線通信システム全般について取り扱っている委員会について、説

明させていただきます。 

 大きく４つの部会で構成されており、一昨年９月に、２０２０年以降の移動通信シス

テム、いわゆる「５Ｇ」というふうに呼ばれておりますが、それの検討も開始しました。

最初はアドホックということで、暫定的に議論するグループをつくって検討を開始しま

した。 

 次からの３ページにわたって、各部会の担務等について記載しておりますが、ポイン

トだけ説明させていただきます。 

 モバイルパートナーシップ部会は、私どもＡＲＩＢがパートナーシッププロジェクト

の所有者として参画しております３ＧＰＰ、Ｍ２Ｍに関するパートナーシッププロジェ

クトであるｏｎｅＭ２Ｍの運営や、アップストリーム活動について議論している部会で

す。３ＧＰＰにつきましては、３ＧＰＰ仕様に基づいて、関連のＡＲＩＢ標準規格を私

どものほうで改定しているという作業を行っております。 

 ２つ目の標準化部会は、一番アクティブに動いている部会でして、ＩＴＵ－Ｒ ＷＰ 

５Ｄで審議されている、ＩＭＴ、それから、その次の５Ｇに関する検討も、この部会で

行っております。最終的にＩＴＵ－Ｒ ＷＰ ５Ｄに寄与・貢献することを目的に議論し

ている部会です。 

 それ以外にもブロードバンドワイヤレスアクセス（ＢＷＡ）やモバイルコマースに関

する議論も、この高度無線通信研究委員会の中で行っております。 

 ２２ページが、先ほど申し上げました５Ｇに関するもので、まずアドホックグループ

をつくって検討しようということで、一昨年の９月に設置され、昨年の９月までアドホ

ックで活発な議論をして、大きな成果を上げていただいたところです。アドホックの成

果については２３ページに記載しておりますように、成果を白書としてまとめていただ

き、その中の関連部分を寄与文書としてＩＴＵ－Ｒ ＷＰ ５Ｄに入力しました。 
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 後ほどご説明させていただきますが、第５世代モバイル推進フォーラムがアドホック

活動の大部分を引き継いでおり、アドホック活動は、昨年の後半から、ドーマントモー

ドになっております。 

 それ以外の通信分野ということで、無線ＬＡＮの信頼性改善等の検討をしているグル

ープ、それから先ほども話題になりましたＭ２Ｍ関連、これはパートナーシッププロジ

ェクトであるｏｎｅＭ２Ｍの技術仕様を私どもの標準規格にダウンストリームするとき

の検討等を行っております。それから、無線電力伝送や公共ブロードバンドシステム。

公共安全とか緊急通信にかかわるシステムについても、私どもの中で検討しております。 

 最後に、もう一つ重要な活動でございますＩＴＳに関する検討も行っております。高

度トランスポートシステムということで、安全運転支援のためのＩＴＳに関する研究開

発及び標準化活動を実施しており、２５ページに記載のとおり、幾つかのＡＲＩＢ標準

規格を既に策定しております。 

 次に、放送分野の最近の活動です。放送分野の１つ目は、やはり今話題になっており

ます４Ｋ、８Ｋ関係でして、特に超高精細度テレビジョン（ＵＨＤＴＶ）に関する標準

化活動が私どもの活動の中の一番大きなポイントになっております。 

 この活動につきましては、総務省のＵＨＤＴＶ放送のロードマップに沿った形で推進

しており、下に書いてございますように、２０１５年に４Ｋの本放送、２０１８年に８

Ｋ本放送ということで、それに向けて標準規格をそろえるべく、標準化活動を推進して

いるという状況です。 

 ２つ目は放送と通信の連携システムの研究開発、標準化活動ということで、大型のテ

レビスクリーンと、スマホ、タブレットを連携したサービス、システムに関する標準規

格の策定等も行っております。 

 ３つ目ですが、２９ページに書いてございますように、スマホやタブレット向けのモ

バイルマルチメディア放送システムの研究開発、標準化活動についても、私どもの中で

行っております。 

 その次の３０、３１ページは、日本で独自に開発されたデジタルテレビ標準規格であ

るＩＳＤＢ－Ｔの海外普及活動にも積極的に参加しております。３０ページは、今年の

４月現在で、１７カ国でＩＳＤＢ－Ｔを採用していただいているという状況です。その

活動母体であるＤｉＢＥＧの説明が３１ページに書いており、ＤｉＢＥＧには現在のと

ころ１９の企業の方に参画していただいて、ＩＳＤＢ－Ｔの海外普及に向けた活動を積
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極的に展開してございます。 

 ５つ目が、標準化に関する対外連携の説明であり、３３ページに記載している標準化

に関する対外連携については、総務省さん、それからＴＴＣさんと積極的に連携をとっ

て実施しております。特に、アジア、日中韓、それからインドに関しては積極的にＴＴ

Ｃさんと連携をとって推進しております。 

 ３４ページは、ＩＴＵ－Ｒへの日本からの提案プロセスを記載しております。ＡＲＩ

Ｂで作成したＩＴＵ－Ｒへの寄与文書案を日本からの寄与文書として入力するためのプ

ロセスを説明しております。この図では、ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄの無線インターフ

ェイスの技術提案をする場合の状況について説明しております。ＡＲＩＢ高度無線通信

研究委員会のメンバーに提案を求めて議論した結果を、総務省さんのＩＴＵ－Ｒ部会地

上業務委員会で審議・承認した後に、日本からの寄与文書ということで、ＩＴＵ－Ｒに

提案するプロセスをとっております。 

 ３５ページは、特定分野の標準化連携について記載しております。３ＧＰＰ、ＩＥＥ

Ｅ、ＣＪＫ、等については、ＴＴＣさんと協力連携して進めております。 

 ３６ページは、これまでに外国の標準化関連機関と連携協力に関する覚書等を結んで

おり、その一覧を掲載しております。 

 最後に、標準化戦略上の重要課題ということで、これは私どもの松井専務も常々いろ

んなところでご紹介しておりますが、３つございます。５Ｇ、４Ｋ・８ＫとＩＴＳ。こ

れらの標準化活動を積極的かつ戦略的に進める必要があるということです。 

 １つ目の５Ｇですが、昨年開催されておりました総務省様の電波政策ビジョン懇談会、

この中間取りまとめに５Ｇに関して産学官連携して推進すべしという提言が盛り込まれ、

これを受けた形で産学官が連携するための第５世代モバイル推進フォーラムを昨年９月

末に設立しました。特に第５世代については、無線のみならず、ネットワーク、アプリ

ケーションに関する検討も重要ということで、事務局は私どもＡＲＩＢとＴＴＣさん共

同でやらせていただいております。 

 具体的には、その次のページに記載のとおりでして、総会の下に４つの委員会を設け

て、現在、積極的に活動しております。企画委員会、こちらでは全体的な戦略と各委員

会間の連携をとるための議論をしております。２つ目が、具体的な技術を検討する委員

会です。３つ目がアプリケーション委員会で、２０２０年以降の移動体のアプリケーシ

ョンを検討しており、この委員会では短期というよりは長期の、１０年、２０年先のア
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プリケーションについて議論しております。最後がＴＴＣさんが事務局をやっているネ

ットワーク委員会で、５Ｇ時代のネットワークアーキテクチャー等に関する検討を行っ

ております。同フォーラムの会長は、京都大学の吉田先生で、副会長がＮＴＴの篠原様

とＮＩＣＴの坂内様です。 

 ４０ページがＩＴＵや３ＧＰＰを含めた全体のスケジュールと本フォーラムの取組み

を記載しております。目標は２０２０年に日本で５Ｇに関する商用システムを導入すべ

く、現在、ロードマップをつくっております。２０１７年ぐらいから５Ｇシステムに関

するフィールドトライアル含めた総合実証を行うべく、現在、検討を加速化しておりま

す。 

 次の４Ｋ・８Ｋですが、こちらは４Ｋ・８Ｋのシステム、スタジオ設備、素材伝送等々

に関するＡＲＩＢ標準規格の策定に向けた研究開発を行うとともに、次世代放送のため

の新技術の調査研究、品質評価法についても、積極的に進めている状況です。 

 最後に、ＩＴＳ関連ですが、ＩＴＳについては、７００メガヘルツ帯を使った車車間・

路車間のシステムの早期実用化と普及を行うことを目的に、現在、標準化活動と研究開

発を行っているところです。それ以外にも、日本と他国・他地域との周波数や規格の違

い、整合性等々についても、現在、積極的に検討している状況です。 

 若干長くなりましたが、ＡＲＩＢの活動について、ご紹介させていただきました。 

（鈴木部会長）どうもありがとうございます。 

 浜田様、何か補足、まずございますか。 

（浜田専門委員）幅広く、今、ご紹介をいただきましたので、私どももＡＲＩＢには標準

化ですとかキーワードの策定に当たっては、大分いろいろとお世話になっておりまして、

若干補足をさせていただければと思いますのは、いわゆるＵＨＤＴＶ、４Ｋ・８Ｋ標準

化というところでありますけれども、日本では、我々「スーパーハイビジョン」という

名前で呼んでおりますけれども、４Ｋ・８Ｋというのは、いわゆる今のハイビジョンの

画素数が４倍であるとか、あるいは８Ｋであれば１６倍の解像度があるというところが

一般的によく言われているところですけれども、それ以外に大きく３つございまして、

１つは１秒間の、我々「フレームレート」と言っていますけれども、今のＨＤＴＶは１

秒間に３０枚という映像ですけれども、ＵＨＤＴＶでは１秒間に６０、あるいは１２０

というフレーム周波数を入れていくということ。それから２つ目は、色のいわゆる表現

できる範囲がかなり広くなると、自然界にある色は、ほぼ１００％に近いレベルまで再
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現できるところまで色を拡大していると。それから３つ目が、ダイナミックレンジ。明

るさのダイナミックレンジを広げていくというところであります。この３つの特徴をも

ってＵＨＤＴＶということを言っておりますけれども、特に最後に申し上げました「ハ

イダイナミックレンジ」と呼んでいますけれども、ダイナミックレンジを広げるという

ところでは、今、盛んにヨーロッパともいろんな議論をしていたり、あるいはアメリカ

ともいろんな議論をしているということで、この標準化というところが、今はかなり大

きなポイントになってきているかなということだと思います。しっかり、我々としても

議論をして、きちんとした形での標準化を進めていく必要があるだろうと思っておりま

す。 

 それから、先ほどご紹介ありましたように、国のロードマップでは、いよいよ来年に

は４Ｋ・８ＫのＢＳによる試験放送を開始していくということで、さまざま、例えば、

伝送路をどうするかとか、受信機の開発をどうするかとかいったことについて、国のフ

ォローアップ会合というところで議論されているところですけれども、やはりいろいろ

番組制作をする、あるいはニュースを送出するとなると、ここにありますようにスタジ

オ設備の標準化ですとか、それから我々マイクロ波を使って信号を伝送するわけですけ

れども、素材伝送システムの標準化といったことが、まだまだこれからやっていく必要

があるということでございますので、そういった調査研究とか、あるいはその標準化、

さらにはＴＲ、技術資料の策定といったことを今後ともしっかりやっていきたいと考え

ているところです。 

 以上です。 

（鈴木部会長）ありがとうございます。 

 それでは、ほかにご発言を、ぜひよろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 

 どうぞ、お願いします。 

（加藤専門委員）４０ページの図で、ちょっと質問なんですけれども。２０１７年に５Ｇ

のシステム総合実証を目指して、何かプロジェクトが３本走っているような矢印があり

まして、その結果を、実験結果を途中途中で確認しながら進めるような形になっており

ますけれども、このプロジェクトというのは、どういうものなんでしょうか。 

（佐藤専門委員）この３本の矢には、特段の意味はございません。今後いろいろ議論して

いく中で、幾つかのプロジェクトが並行して走るだろうということで書いております。

今とりあえず想定されるのは、無線系、ネットワーク系とアプリケーション系という個々
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の技術分野において、様々なプロジェクトが並行して走って、それをまとめた形でフィ

ールドトライアルという形に到達するだろうと考えております。私ども事務局としては、

当面想定される３つの技術分野でのプロジェクトの成果を、最終的に総合実証というフ

ィールドトライアルの場において、全体的な運用や相互接続試験等ができればというふ

うに考えております。 

（加藤専門委員）ありがとうございます。 

（鈴木部会長）やはり５Ｇというのは極めて重要なトピックかと思うんですけど、ここで

先ほどの資料８－２、ＷＴＳＡ－１６に関する状況の５枚目、ページ番号でいうと４と

いうところに、韓国からの提案だったと思うんですけれども、今までのように要素技術

とのＳＧではなくて、大きな、もっと横断的なＳＧをつくるのはどうだろうかという提

案があって云々ということが、その前後のページにもありますけれども、前田様、この

辺の状況ですが、５ＧというのはＩＴＵ－Ｔのほうではどんなふうになっておりますで

しょうか。ＦＧはできているというふうに読めますが。 

（前田（洋）専門委員）現状は、まずＩＴＵ－ＲのほうでＩＭＴ－２０２０／５Ｇという

ことで、ただ言葉的には、今の３ＧのベースになるＩＭＴ－２０００に対して２０２０

という形で、まずキーワードを挙げておりまして、今回の５Ｇの議論では、いろいろな、

非常に端末の数が膨大であるとか、低遅延だとか、超高速とか、そういう幾つかの難し

い課題に対して、従来の無線だけの領域の課題ではなくて、ネットワーク全体で取り組

まなければいけないというのは共通認識がある中で、ＩＴＵ－Ｔもネットワーク課題と

いう観点で連携しようということで、５Ｇにおけるネットワーク課題というのが、まず

位置づけられています。ただ、その中で、既存の３Ｇ、４Ｇのシステム含めて、既存の

システムに大きなインパクトを与えるエボリューションというのは、やはり産業的には

認められないでしょうし、その中で、新しいネットワーキングというのは、そもそもど

ういう課題かというところをきっちり抽出することが優先されるべきということで、ま

ずは現状の分析、ギャップアナリシスと我々呼んでいますけれども、ＦＧの中で、その

課題を明確にして、かつ最新の検討状況、世界中の研究開発含めた状況を踏まえた上で、

具体的な標準のターゲットをつくろうということで、新しいＳＧをつくるというのは、

その分析が終わった後で十分ではないかというふうに捉えています。 

 我々のほうでも、今、ＡＲＩＢさんとＴＴＣで、それぞれ課題は分担した上で、まず

は課題の抽出、さらには、望むらくは、日本として、その中でどのような強みが発揮で
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きるかというところまでを見据えた上で標準化戦略に結びつけるべきということで、Ｆ

Ｇは、そうは言っても８カ月という短期の課題取組なので、その結果、進捗を見ながら、

次にどうするかというのは、当然、日本としても議論していくべきと思っていまして、

そういう観点では、ここでの、ＩＴＵ部会での意見交換も含めて、戦略に結びつけてい

くべきかというふうに思っております。 

（鈴木部会長）ありがとうございます。 

 はい、どうぞ、お願いします。 

（梶原専門委員）よくわかっていないので、ちょっと失礼な質問になるのかもしれないん

ですが、先ほど５Ｇのシステム総合実証を２０１７年からやりますと、３本走っている

んですけれども、ネットワークと何とか無線とアプリケーションということの中で、無

線系は割とＩＴＵ－Ｒでやっています、ネットワークがＩＴＵ－Ｔですることになって

くると、アプリケーションというものについては、どういう人たちが集まって見ていく

のか、何かあるのでしょうか。 

（佐藤専門委員）アプリケーションに関して、今のところ、特別な企業の方が参画して議

論しているという組織や枠組みはないと思います。 

（梶原専門委員）そうですか。 

（佐藤専門委員）５Ｇの場合、今のアプリケーションの延長上のものと、５Ｇ世代の新し

いアプリケーションが出てくる可能性が十分にございます。今の段階では、残念ながら、

どの程度の規模のアプリケーションの実証実験になるかという予想はできませんが、実

際に、プロジェクトを走らせていく上で、実験に参画する企業の方々からの新しいアイ

デアを期待したいと思います。多分、実証実験に参画する企業も、今参画している企業

の方だけではなく、新しい企業の方々がどんどん入ってくることも想定されますので、

このアプリケーション、サービスに関しては、もう少し長期レベルで考えていきたいと

事務局サイドでは思っております。 

（梶原専門委員）そういうふうに、総合実証を行うという２０１７年のターゲットに対し

て、今の時点で青写真的な、どんな形でやるとか、組織的にはどうするとか、そこまで、

まだ見えていないということですか。 

（佐藤専門委員）まだ見えていません。今は先ず枠組みをつくって、参画していただき、

アイデアを出していただいているという状況です。 

（鈴木部会長）それが３９ページのアプリケーション委員会で進んでいる検討状況という
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ことですね。 

（佐藤専門委員）そうです。今のご質問があった、アプリケーションに関する実証実験の

内容についても、アプリケーション委員会の中で議論していただいています。ただ、先

ほどもご説明いたしましたが、アプリケーションについては、２年～３年という短期ス

パンではなくて、１０年、２０年の長期スパンでいろいろ考えてほしいというふうにお

願いしております。 

（鈴木部会長）よろしいでしょうか。 

（梶原専門委員）ありがとうございます。 

（鈴木部会長）ほかにいかがでしょうか。 

 はい、どうぞ。お願いします。 

（今井専門委員）今井と申します。先ほどアプリケーション検討中ということなので、１

つ検討していただきたいことがあります。 

 大規模自然災害のときには、どんな手段を使ってでも情報を伝えなければならないと

いうミッションがあるんですけれども、放送ですとか、通信とか、いろいろな規格が乱

立していると伝わらない部分というのがあると思います。ですので、次の世代では必ず

通じる方法の開発をお願いします。このニーズはインターネットができた理由とほぼ同

じなんですけれども、次世代でもそういう枠組みを考えていただきたい。そうしたイン

フラがないと安否確認というのも非常に難しい。異常な事態でどの程度通信網がロバス

トに動くのかという評価が必要だと思います。震災などのシミュレーションはアップデ

ートされてきているので、そういう情報に合わせた通信技術のアップデートが必要で、

アプリケーションもかなり重要になってくると思います。そのあたりの検討をよろしく

お願いしたいと思います。 

（佐藤専門委員）私どもが検討しているユースケースの中の１つに、災害時の通信という

のも入っております。今ご指摘いただいた、必ず通じるサービスシステム、それから安

否確認をどうするか含めて、アプリケーション委員会の中で議論をしていただきたいと

考えております。ありがとうございます。 

（今井専門委員）よろしくお願いします。 

（鈴木部会長）私も極めて重要な課題だと思います。よろしくお願いします。 

 ほかにはいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

（前田（香）委員）かなり幅広く、いろんなことを対象にされているんですけれども、例
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えばＩＴＳですと、国交省でもＩＴＳの取組はしておりますし、それからＭ２Ｍとなる

と、かなりいろんな業界の人たちが関連してくると思うんですね。今のこのＡＲＩＢの

活動は通信と放送を中心にされているんですが、いろんなところで接点が必要というか

連携が必要になってくると思うんですけれども、今の時点でどういうふうにされている

のかとか、今後どういう方向性なのか教えていただければと思います。 

（佐藤専門委員）ＩＴＳについては、私どもだけでは進められない状況です。今、ご指摘

のとおりで、国交省や警察庁とか、いろんなところと関係しておりますので、ＡＲＩＢ

の外にＩＴＳ推進協議会というのをつくって、関係する団体全て参画して議論しており、

ＡＲＩＢが事務局を務めております。ご指摘のように、関係する団体が多いので、標準

をつくるにも、皆さんのご意見を踏まえた上で作ることになります。ＡＲＩＢの標準規

格についても、そういう方々のご意見を踏まえた上で、つくるということを心がけてお

ります。 

（鈴木部会長）もう一つのＭ２Ｍ、あるいはインターネット・オブ・ザ・シングズ、こち

らのほうはどうでしょうか。 

（佐藤専門委員）Ｍ２Ｍについては、最初はＩＴＵ含めて大きい枠組みで標準化作業を始

めようと考えておりました。関連する標準化団体が、まとまって作業することにより、

重複する作業をできるだけ少なくしようと。一昨年に設立した、ｏｎｅＭ２Ｍというパ

ートナーシッププロジェクトはその目的で設置したものです。その中には、ＡＲＩＢの

ような標準化団体がパートナータイプ１として全員参加しております。関連する企業は

パートナータイプ１を介して参加していますが、関連する企業全て参加しているという

状況にはなっておりません。従って、参加企業をもう少し拡大しないと本来的なＭ２Ｍ

に関する議論ができないという状況です。現在もｏｎｅＭ２Ｍへの参加企業を拡大しよ

うという対策に向けた議論をしております。 

（鈴木部会長）よろしいでしょうか。 

（前田（香）委員）はい。ありがとうございます。 

（鈴木部会長）ほかにいかがでしょうか。どうぞ、お願いします。 

（前田（洋）専門委員）今、お話にありましたｏｎｅＭ２Ｍですけれども、ＡＲＩＢ、Ｔ

ＴＣジョイントで、ｏｎｅＭ２Ｍのプロジェクト自体は推進していますけれども、やっ

ぱりネットワークの課題として、さまざまなユーザーアプリケーション、我々バーティ

カルとも呼んでいますけれども、異なるそういうユーザーの人たちに、果たしてＭ２Ｍ
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としての共通プラットフォームというのは、今までのインフラの上に薄皮のような形で

提供できないかと。そうしないと、それこそアプリケーションごとにネットワークは全

部異なるというのではいけないということで、ｏｎｅＭ２Ｍというのを推進しようと。 

 ただ、佐藤様のほうからご紹介があったような５Ｇでのユースケースには、いわゆる

ＩＴＳの交通という中には、自動運転とかナビゲーションの高度化という課題はありま

すし、ただ、それ以外にヘルスケアとかエデュケーションですね。それにホーム家電に

関するマネジメント、さらにはエンターテイメントでのリッチコンテンツをいかに楽し

むか、仮想空間サービスをどうするかとか、まさにさまざまな人たちとつき合わなけれ

ばいけないということで、日本の中でも省庁もそれぞれ異なりますので、それをどう使

うかという観点で横断的な議論というのは国内でも必要になるのかなと。難しさは、も

う皆さん、認識した上で、果たしてどのようにという中で、ネットワーク側としては、

どんな共通プラットフォームが見せられるのか。その中で５Ｇはどこまで適用できるか

というところを併せて進めているというのが、先ほどのトライアルプロジェクトが３本

走るという背景だというふうに理解して進めております。 

（鈴木部会長）ありがとうございます。 

 梶原様もＡＲＩＢの活動にはかなり主体的に関与されているかと思うんですけど、質

問ではなく、何かご発言あればいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

（梶原専門委員）ぜひ５Ｇのほうを成功させたくて、うちのメンバーも頑張っているかと

思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それのついでで恐縮なのですけれども、付録がついていますよね。このＡＲＩＢの一

番最後のページで。これを見ていて、どう解釈をされるのかしらと思いながら、まずレ

ベル１とレベル４がわかっていないので、その辺の簡単なご説明をいただけるとと思う

んですが。 

（佐藤専門委員）この図面はＡＲＩＢとして出したわけではなくて、先ほどもお話のあっ

たＩＴＳ推進協議会の事務局が、皆さんに情報提供したいということで、この図を本文

ではなくて付録につけてございます。このレベル１、２、３、４というのが、必ずしも

具体的なレベルを示しているわけではないと思いますが、良くわかりません。 

（梶原専門委員）そうなんですか。 

（加藤専門委員）すいません。 

（鈴木部会長）どうぞ。 
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（加藤専門委員）自動運転レベルの１、２、３、４って何か定義があって、たしかレベル

４というのが完全な自動運転、レベル３というのが緊急時は除く自動運転、レベル２と

いうのが、操舵とブレーキと、もう一個何かあったうちの３個の人間の能力のうちの２

つまではドントケアでオーケーというのがレベル２で、１個までがオーケーというのが

レベル１とか、そういうふうな定義がたしかあったと思いました。 

（鈴木部会長）そうすると、よくわかりました。完全自動運転は、論文はたくさんあるけ

ど特許はないということですね。 

（梶原専門委員）でも、これやっぱり欧米のほうが多いですよね。 

（鈴木部会長）そうです。 

（青木委員）このＩＴＳと欧米に関連してですが、今、国内だけでも連携するのが大変と

いうお話でしたが、海外はどうなっているのでしょうか。あと、例えば、エネルギー、

ハイブリッド車などでは、日本の自動車会社と欧米とでシステムが違っているものがあ

ります。ＩＴＳもネットワーク効果が非常に大きいので、国際的な戦略というのはどう

なのでしょうか。 

（佐藤専門委員）ＩＴＵ－Ｒ ＷＰ ５Ａで、ＩＴＵの標準化の議論をしており、できるだ

け世界中で同じような技術が使えればということで議論はしていますが、周波数政策が

国によって違うということもあって、各国、各地域の標準規格を並列で記載していると

いう状況です。日本は、７００メガヘルツを用いた安全支援運転システムを積極的に推

進していこうということで世界に向けて働きかけておりますが、その周波数帯はほかの

国ではもう既に別の業務で使っているというところもあって、システムの技術自身はか

なり近いが、使っている周波数が違うということで、日本のシステムをそのまま持って

いって、そのまま使うということには、今は残念ながら実現しておりません。ただし、

ユーザーの観点から考えると、同じシステムを同じ周波数で使って、できるだけ安いシ

ステムを構築していただいた方がメリットがありますので、将来的には、周波数のハー

モナイズというのも実現可能ではないかと考えております。残念ながら、今すぐにとい

うわけにはいかないという状況です。 

（青木委員）自動車を輸出する場合には、ある部品を入れかえればいいという程度なんで

しょうか。 

（佐藤専門委員）グローバルに活躍している日本の車メーカーさんは、メインの部分はで

きるだけ同じものを使いますが、やはり国に合わせて対応しているというふうに聞いて
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おります。海外のベンダーさんも全く同じだと思います。日本に持ってくるときには、

日本の規制、または日本の政策に合わせた形で対応しているということです。 

（青木委員）ありがとうございます。 

（鈴木部会長）ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 どうもご議論ありがとうございます。意見交換ありがとうございます。前回はＴＴＣ、

そして今回はＡＲＩＢと、やはりこのＩＴＵ部会が各委員会ごとの活動を詳細にご報告

を受けるというのではなく、もう標準づくりは、実際に日々担当しておられるところで、

どんどんやっていただく。部会は大きな方向性などについて議論するということに変え

たわけですけれども、その中で、やはり、何度も同じことを、私、申し上げるんですが、

標準化というのは実際にそのお仕事に当たっている人がつくるものだということで、そ

の実際の活動を担ってらっしゃるグループの、組織の代表のご説明、大変やはり意見交

換の量と密度から見ても意義深いものであったと思います。事務局には、この後も部会

がある折に、同じように考えていっていただければと、ちょっと感じたところでござい

ます。どうもありがとうございました。 

 以上、議題の（１）から（３）まで終わりました。 

 

その他 

 

（鈴木部会長）その他につきましては、事務局、あるいは私どものほうで準備しているも

のは特にございませんが、構成員の皆様から何かございますでしょうか。よろしいでし

ょうか。 

 それでは、今後の件につきまして、事務局からお願いいたします。 

（成瀬国際情報分析官）２点ほどお伝えさせていただきます。 

 １つは、次回の部会につきましてですが、ＩＴＵ－ＲのＲＡが１０月に開催されまし

て、こちらに向けての対処について答申をいただきたく存じます。その前の９月ごろに

部会を開催できればと考えております。 

 具体的な日程につきましては、また部会長ともご相談させていただいて、皆様にもご

案内させていただきますので、ご出席のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 ２点目ですが、本日ご紹介しましたＲＡ－１５やＷＴＳＡ－１６に向けての準備状況

に関しましては、明後日の２２日に本部会の親会でございます情報通信審議会の情報通



 

－29－ 

信技術分科会が開催されまして、鈴木部会長からご紹介をしていただくということにな

っておりますので、お伝えさせていただきました。 

 以上でございます。 

（鈴木部会長）ありがとうございます。 

 

閉  会 

 

（鈴木部会長）それでは、以上で第８回のＩＴＵ部会を閉会といたします。 

 本日は、皆さん、お忙しい中、ご参集ありがとうございました。 

 


